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社会貢献
■献血活動
2009 年度から群馬県赤十字血液センター様のご協力のもと、献血車による献血活動を開始し、2018 年度までの累

計で 1,129 人の献血を実施いたしました。今後も定期的に続けていきます。
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社会貢献
■エコキャップ推進活動
ペットボトルのキャップで世界の子供たちを病気から守るエコキャップ活動に参加しています。2018 年度までの

累計で 766,731 個のキャップを NPO 法人エコキャップ推進協会に寄付いたしました（キャップ 860 個でポリオワ

クチン 1 人分とすると、ポリオワクチン換算で 891.5 人分になります）。

■地域清掃活動
地域環境保護の一環として、工場横の河川や用水路の清掃活動を行っています。
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ポリオワクチン換算 93.02 人分
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110,000



33
社会貢献

■国際 NGO 国境なき医師団と
　特定非営利活動法人子どもに笑顔への寄付
紛争や自然災害の被害者や、貧困などさまざまな理由で保健医

療サービスを受けられない人びとなどへ、地球環境保全や次世

代育成支援を目的に、さまざまな活動に寄付など経済的支援を

行っています。

■メセナ活動の推進
創業者で名誉会長の青木清志が 60 作品の絵画を寄贈。美への感

性を継承していく活動を続けています。

■スポーツを通じて支援している団体
スポーツを通じて、地域の方々との共生による地域活性と豊かなまちづくりを支援しています。

榛名山ヒルクライム in 高崎の支援活動群馬ダイヤモンドペガサスの支援活動

■地域貢献
本社敷地内の「ハルナコミュニティーガー

デン」を地元の皆様へご利用いただいてい

ます。

本社工場がある高崎市主催の高崎だるま市

へ飲料の協賛をしています。
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ビジネススクール
企業経営と人財を考える

社員が能力を発揮し、自己の成長と豊かさを実感して永く活躍できる企業へとなっていくために、引き続き、人財育成
に全力で取り組んでいます。

■経営者養成コース
テーマ：100 年企業に向けての次世代経営者の創出（３年コース）
1 年目：経営者としての世界観を醸成する				 
2 年目：アントレプレナーシップを広く身につける				  
3 年目：対話型の講義を通し、経営力を高める

開講から 15 年目を迎える 2019 年は、3 年計画で開催した「次世代経営者の創出」コースの最終年度となります。経営者
養成コースの講師陣は、社内外から各テーマに最もふさわしい講師陣を招へいし開催しています。

〈2018 年度カリキュラム〉

開催月 講師 テーマ
4 月 青木 清志 ハルナグループ名誉会長 モノ、コト、ヒト、の未来が変わる
5 月 中澤 幹彦 ハルナプロデュース社長 グループ COO 経営マネジメントについて①
6 月 中澤 幹彦 ハルナプロデュース社長 グループ COO 経営マネジメントについて②
7 月 小出信介取締役 企業経営戦略について
8 月 麻生 麻生 ハルナグループ CEO 長期経営ビジョンについて

9 月 岡 俊明 氏 社外取締役
サッポロビール飲料㈱元社長 これからは創造力を養おう＜事業創造とイノベーション＞

10 月 ピーター・トーマス 氏
ノマード・テクノロジー・ラボ Founder & CEO トレーダージョーズから学ぶ、競争に勝ち抜く戦略

12 月 梅野匡俊 氏
横浜国立大学客員教授 学長特任補佐講師 企業活動による社会価値創造

1 月 古市 直也ハルナプロデュース取締役専務執行役員 組織再編によるハルナプロデュースのガバナンスの役割
2 月 須齋 嵩 氏 群馬大学客員教授 宇都宮大学教授 ものづくりの革新の潮流とアントレプレナーシップの心
3 月 青木 清志 ハルナグループ名誉会長 見えざる資産にこそ価値はある

				  

〈ハルナビジネススクールカリキュラム体系〉
●経営者養成コース
●リーダーシップ養成コース
●プロフェッショナル養成コース
●特別コース（和歌山）

〈2019 年度新設コース〉
●専門知識習得コース
●特別コース（群馬）
●英語力アップコース
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ビジネススクール

開催月 テーマ 開催月 テーマ
4 月 商品改革のポイント 4 月 エネルギー対策、省エネについて
5 月 経営マネジメントのポイント 5 月 食中毒について
6 月 労働安全について 6 月 労働安全について
7 月 労務と法律について 7 月 防虫・防鼠について
8 月 リーダーの意思決定と判断のポイント 8 月 HACCP と FSSC
9 月 ディストリビューションについて 9 月 作業ルール、記録の重要性について
10 月 危機管理について 10 月 食品衛生法、JAS 法（有機）について
11 月 企業の障害者雇用の重要性について 11 月 食品添加物について
12 月 マネジメントについて 12 月 危機管理について
1 月 アンガ－マネージメント入門 1 月 ハラスメントを防ごう
2 月 リーダーシップとは 2 月 廃棄物管理の重要性（3R 含む）
3 月 ハラスメントを防ごう 3 月 工程改善について

〈プロフェッショナル養成コース〉

開催月 テーマ 開催月 テーマ
4 月 経営で成功するポイント
5 月 人から学ぶ
6 月 知識型経営
7 月 仕事で感動を創り出す方法
8 月 企業の障害者雇用の意味と意義①
9 月 企業の障害者雇用の意味と意義②
10 月 人間力と経営について 10 月 経営マネージメントの基礎①
11 月 知識型経営について 11 月 経営マネージメントの基礎②
12 月 知識型経営について 12 月 経営マネージメントの基礎③
1 月 不況を乗り越える不況型経営 1 月 経営マネージメントの基礎④
2 月 知識型経営 2 月 経営マネージメントの基礎⑤
3 月 “ 知識型経営　判断力と情報戦 ” 3 月 経営マネージメントの基礎⑥
3 月 “ 知識型経営　実証と成果 ” 3 月 経営マネージメントの基礎⑦

■ 2019 年度新設コース紹介
今年からリーダーシップ養成コース、プロフェッショナル養成コースのほかに、各執行役員が直々に、その専門性を活
かした講義をする「専門知識修得コース」を新たに加えてスタートします。また、和歌山に重点を置いてきた特別コー
スを群馬地域にも拡充します。今後のグローバル化に向けて、英語力アップコースも企画中です。

●専門知識修得コース

講師：各執行役員
テーマ：執行役員が、それぞれ身に付けている専門知識を活かした講義を行います。

●特別コース（群馬）

講師：ハルナプロデュース社長 グループ COO　中澤幹彦
テーマ：知識型経営

●英語力アップコース

テーマ：通学、通信による専門講義

〈リーダーシップ養成コース〉

〈特別コース（和歌山製造者養成コース）〉 〈特別コース（和歌山経営基礎コース）〉

テレビ会議システムを活用した 7 拠点での受講風景
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働き方改革
ライフプランの実現に向けて

■人財政策と価値発展
社員が個性と能力を発揮し、自己の成長と豊かさを実感して長く活躍できる企業へなっていくために「会社の目標を、個人の
成果に」「個人の能力を、会社の業績に」結び付け、ステークホルダーの皆様の価値発展に向けた取り組みを行っています。

■会社時間と個人時間
①残業時間低減に向けた月例会議

2015 年から取り組んできた未来構想プロジェクトの第２次活動期間として、月に一度、すべての部門の代表者が集まり、実績
報告とディスカッションを行っております。
●一人当たり平均残業時間　2017 年度　35 時間 / 月、2018 年度　32 時間 / 月（全社平均）
2019 年度は、計画中の生産性向上策の実現ステージに入ります。

②有給休暇の取得推進運動

部門別、個人別取得計画を策定し、推進中。2019 年度から、計画有休制度を導入。
●全社平均有給休暇取得率（取得数／年間付与数）2017 年度　66％、2018 年度　62％
今後は、100％取得が可能な職場の実現に向けた環境整備に取り組みます。

③フレックス制度の導入

フレックス制度の規程を整備し、労使協定による職場への適用を開始。トライアル期間での成果が現れている。
●フレックス職場の平均残業時間　制度適用前（12 ヶ月平均）24 時間／月→制度適用後（3 ヶ月平均）17 時間／月

④スライド勤務制度

既に導入済みの制度ですが、各職場での業務に応じ、柔軟に対応することで活用範囲を広げてまいります。

～協創価値創出の全体像　真の競争力の獲得に向けて～
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働き方改革

■キャリアプランと人財育成制度支援
①人事制度改革プロジェクト

"Haruna Human Capital" プロジェクトを立ち上げ、ひとりひとりのキャリアプランの実現を可能にする等級賃金制度の
改訂を推進。マネジメントコースに加え、プロフェッショナルコースの新設を予定しています。

②人財育成担当制度

長期的視点で人財育成をスケジューリングし、役員・社員が一丸となって進めていく体制を整備。すべての執行役員の
重点的取組事項としました。

③ライフプランセミナー

ライフプランや年金の知識について、生命保険会社からプロを招へいし講義していただきました。

④資格取得支援制度

年度別に推奨資格の取得候補者を指名し、費用を援助。自主的な資格取得者についても、全体総会にて優秀者を表彰し
ました。

■コミュニケーション、リラックス、モチベーション
①ＥＳ面談実施

年 2 回の自己申告書の内容分析により、職制を通じ、あるいは人事部門が場面に応じ面談対応しています。

②ハラスメント講習開催

専門家を社内に招いての管理職向けセミナー開講、加えて、従業員全員に対してビジネススクールを活用した講義、ハ
ラスメント適用事例と相談窓口の周知も行いました。

③ハルナサークル支援制度を制定

従業員自らが提案したサークル活動について、一定の要件を満たした場合、活動費の半額を補助。
● 2018 年度に２サークルが登録→ハルナゴルフサークル、ハルナ球技サークル

④提携スポーツジムを無料開放

全国各地のスポーツジムと提携し、従業員の使用を無償化しています。

⑤コミュニケーション費用援助

忘年会、新年会等を活用し、職場内のコミュニケーションが図れるよう、一人当たり 3000 円の費用を補助しています。
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2018 年度トピックス

人々の暮らしや社会全体を最適化した未来社会の

実現を目指した経団連の企業行動憲章に賛同し、

広く社会に有用で新たな付加価値および雇用の創

造など、ESG（環境・社会・ガバナンス）に配慮

した経営の推進と社会的責任への取り組みを進め

たいと存じております。

http://www.keidanren.or.jp/newface.html

（日本経済団体連合会ホームページ「新会員紹介」・

掲載ページ）

日本経済団体連合会
への入会

東和銀行様の SDGs 私募債発行に伴う「ぐんま

緑の県民基金」へ寄付をいたしました。これか

らもハルナグループは、国連の持続可能な開発

目標（SDGs）の達成に貢献いたします。

SDGs 私募債発行に伴う
県民基金へ寄付

和歌山プラントでは、ボイラー燃料を灯油から

CO2 の排出量が少ない天然ガスへ切替を行い

ました（ハルナ・タニガワプラントは切替済）。

また、高効率ユーティリティ設備導入により、

和歌山プラント全体の省エネルギー化を図りま

した。

環境負荷低減への取組みとし
て燃料転換 & 高効率ユーティ
リティ設備の導入

To p i c s  To p i c s  

To p i c s  

タニガワプラントでは、マルサンアイ様、東京ガス様の 3 社による共同事業を開始しました。タニガ

ワプラント設置の LNG サテライトをマルサンアイ様と共同使用することにより、マルサンアイ様のボ

イラ燃料を重油から LNG に燃料転換しました。クリーンエネルギーを使用することで、環境負荷低減（二

酸化炭素排出量削減）に繋げた事業となります。

欧州では、スペインの販売会社と資本提携をし、

日本で共同開発し製造した新しい茶系飲料の販

売を開始しました。EU 市場へ商品開発を進め、

同時に製造技術の提携も行っております。また

アジアでは、ベトナムとカンボジアを中心に、

HARUNAAsia の拠点となるタイで製造した自社ブ

ランドの販売を開始しました。また他のタイ近

隣国にも清涼飲料のプライベート商品の販売を

開始し、同時に新規ジャンルとなる酒類の共同

販売も進めています。

海外事業の拡大

To p i c s  

To p i c s  

蒸気供給共同スキーム事業の運用
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経団連への入会と
ＳＤＧｓ達成に向けた取り組み

このほど、一般社団法人日本経済団体連合会様より今

までの企業活動内容を評価していただき、サッポロ

ホールディングス株式会社様と株式会社群馬銀行様の

ご推薦を賜り、2018 年 12 月 14 日に正式に入会させて

いただきました。

ハルナグループは、皆様の暮らしや社会全体を最適化

した未来社会の実現を目指す経団連の企業行動憲章に

賛同し、 Society 5.0 の実現を通じた SDGs（持続可能

な開発目標）の達成に向け、取り組みを行ってまいり

ます。

経団連の概要

名称
一般社団法人 日本経済団体連合会（略称：経団連） 
Japan Business Federation 

目的（定款第 3 条） 総合経済団体として、企業と企業を支える個人や地域の活力を引き出し、
我が国経済の自律的な発展と国民生活の向上に寄与すること 

設立日 1946（昭和 21）年 8 月 16 日 
代表理事 会長　中西 宏明 氏 事務総長　久保田 政一 氏 

一般社団法人日本経済団体連合会（Japan Business Federation）は、日本の大手企業を中心に構成される団体。「財界総本山」
とも称され、日本商工会議所、経済同友会と並ぶ「経済三団体」の一つで、三団体の中でもその影響力は際立って大きい。
その使命は、総合経済団体として、企業と企業を支える個人や地域の活力を引き出し、日本経済の自律的な発展と国民生活
の向上に寄与することにあります。このために、経済界が直面する内外の広範な重要課題について、経済界の意見を取りま
とめ、着実かつ迅速な実現を働きかけています。同時に、政治、行政、労働組合、市民を含む幅広い関係者との対話を進め
ています。各国の政府・経済団体ならびに国際機関との対話を通じて、国際的な問題の解決と諸外国との経済関係の緊密化
を図っています。

2018 年 12 月新規会員
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サステナブル経営とＳＤＧｓ
～Haruna Shared Value の取り組み～

私どもは創業以来、基本的使命のひとつとして「人と地球環境と地域社会の健康のために」を掲げ、環

境整備活動や環境会計を導入して CO2 の削減やリサイクル化の向上、教育や福祉を通じた社会貢献活

動など様々な活動を行ってまいりました。

このたび「一般社団法人　日本経済団体連合会」（以下、経団連）に入会させていただいたことを契機

に、皆様の暮らしや社会全体を最適化した未来社会の実現を目指した経団連の企業行動憲章に賛同し、 

Society 5.0 の実現を通じたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取り組みを行わせていただ

くため、2019 年 4 月に「ハルナグループＳＤＧｓ行動宣言」としてまとめ、主に７つの取り組みを通じ

て実現を目指させていただくことになりました。

経済・社会および環境面での課題に対処するためのＳＤＧｓが目指す目標は、当社の企業理念そのもの

でありビジョンの土台となるものと考えております。

私どもはＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）に配慮した経営の推進と社会的責任への取り組みを進める

ため、一体化した目標を設定し「Haruna Shared Value」として価値創造の循環へとつなげ、ハルナグルー

プの事業活動を通じて経済的価値と社会的価値を同時に実現させ、皆様に信頼され続ける企業グループ

を目指してまいります。

HARUNA Shared Value
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SDGs

～今後の取り組み～
ＳＤＧｓが目指す目標は、当社の企業理念そのものであり、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）に配慮

した経営の推進と社会的責任への取り組みを進めるため、「ハルナＳＤＧｓ推進委員会」を発足させ、「重

要課題」を定め、事業活動を通じて社会的課題解決に持続的に貢献できるよう社員全員で取り組んでま

いります。

■主な重要課題
まず、考えられる主な課題は下記のとおりです。

飲料を通じ、消費者の皆様の
健康的なライフスタイルの促
進とバリューチェーン全体で
の労働環境の改善を目指して

製造で使用する水の削減・リ
サイクルを徹底し、共有財産
である「水」資源の無駄を低
減するとともに環境保全活動
を推進

エネルギー消費を低減し、エ
ネルギー効率を改善するとと
もに、再生可能エネルギー源
に由来するエネルギーの活用
を目指して

ワーク・ライフ・バランス（Ｗ
ＬＢ）を推進するとともに、
個人目標とグループビジョン
を同時に実現できる体制を構
築し、全ての社員が働きがい
を感じられる企業グループへ

総合飲料プロデューサーとし
てのプラットフォームを構築
し、食品・飲料市場の活性化
と安定化を図り、社会基盤を
支え続ける

生産とサプライチェーンにお
いて発生する破棄物の低減と
リサイクル化を促進するとと
もに、持続可能な消費の重要
性についての理解を深め、持
続可能な消費生産形態の実現
を目指して

全てのステークホルダーと協
働し、企業と社会的価値創造
の結び付けの強化を目指して

ハルナビバレッジ株式会社
専務取締役
栗原健一
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ステークホルダーからのご意見

株式会社東和銀行
取締役専務執行役員
江原 洋 様

　貴社とは、2002 年の工場用地を取得する際に、お取引をいただいて以来、永きにわたりご愛

顧を賜り、心から御礼申し上げます。

　私が 2011 年に高崎支店支店長に就任し、はじめて現名誉会長である青木清志様にお会いした

時、飲料事業を通じてお客様やお取引先、地域社会とともに持続可能な成長を続けることを、

創業時からの経営の根幹としているとお聞きしました。思い起こせば創業時からまさに、国連

が提唱する「SDGs(Sustainable Development Goals)」に通ずる経営理念を、先駆けてお持ちであっ

たということです。

　また、貴社は「環境」を経営上の重要なテーマの一つとして環境経営の活動に積極的に取組

まれています。今年の 4 月には、SDGs 活動の一環になるとのお考えから「東和 SDGs 私募債」

を活用し、これに伴う寄付を「ぐんま緑の県民基金」にされました。ぐんま緑の県民基金は、

豊かな水を育む森林を育成して後世に残していくもので、まさに水を材料にして飲料水を作る

貴社の事業と繫がります。その活動の一助になれたことをとても光栄に思っております。

　当行は、地域社会とともに持続可能な成長を目指す貴社の取組みに対して、今後もお手伝い

をさせていただければ幸いと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

～ご意見をいただいて～
この度はご寄稿ありがとうございました。今回の

SDG ｓ私募債を引き受けていただき、貴行とともに

「ぐんま緑の県民基金」へ寄付をできたことについて

改めて感謝申しあげます。貴行は「靴底を減らす活動」

「雨でも傘をさし続ける銀行」「謙虚さの DNA を忘れ

ない銀行」をモットーにした「TOWA お客様応援活

動」をぶれることなく取り組んでおられ、貫くことの

大切さを間近で感じさせていただいております。私ど

もも一貫した姿勢で事業活動を通じて経済的価値と社

会的価値を同時に実現し、社会から皆様から信頼して

いただける存在であり続けられるよう努力してまいり

ます。

ステークホルダーのご意見

ハルナビバレッジ株式会社
専務取締役

栗原健一


